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Strix9:234-236（1990）

ヒナにトカゲやヤモリの幼体を運ぶ小笠原の

メジロZosterQpsﾉapo"ｊｃａとメグロApajOptero"んmjIjare
■

上田恵介’

小笠原諸島には陸生の肥虫類として，オガサワラトカゲαypZobJepharusbouto”〃igropu"c‐

tatｕｓとアノールトカゲＡ凡oJiscaroZmensjsの２種のトカゲ類，オガサワラヤモリLepjdodα‐

c‘yZusJug叫b（ｓとホオグロヤモリ陸mjdactylus/>wzatusの２種のヤモリ類，それとミミズヘビ

ＲａｍｐﾉtotyphJOps6ramjnusが分布している（松本ほか1979，長谷川1985，柴田1989)．トカ

ゲやヤモリの有力な捕食者としては今までのところノスリButeobuteoが報告されているが（上田

・deForestl988)，中型のスズメ目の小鳥による捕食についても，松本ら（1979）が母島において

オガサワラトカゲを捕えたイソヒヨドリＭｏ”cojaso"z”ｍｓの例を報告しており，千葉（私信）

および小林（私信）も路上でイソヒヨドリがアノールトカゲをくわえて，アスファルトにたたきつけ

て捕食しているのをよく観察すると述べている．著者も1990年８月１日，母島の御獄神社の下でイソ

ヒヨドリのオス幼鳥がアノールトカゲの成体（全長約10ｃｍ，尾が切れていた）を捕えて，小屋の屋

根にたたきつけて食べようとしているのを観察している．また最近，小笠原諸島に定着したモズ

Ｌα刀jusbucephaJusが食物の多くをアノールトカゲにたよっているという（千葉私信)。

しかし，メグロApajOpZero"/tzmMiareやメジロZosteropsﾉapo"icaなど，スズメ目の中でも

小型の鳥が肥虫類を捕食した例はこれまで知られていない．メジロやメグロにとって，トカゲやヤモ

リの成体は食物として扱うには大きすぎるだろうが，生まれてすぐの幼体ならば，成鳥または成長し

たヒナの食物とすることは十分可能である．著者はこれまで春２回，夏１回，小笠原諸島を訪れたが，

1990年の夏に母島でメジロとメグロが巣立った幼鳥の食物として，トカゲとヤモリを各１回捕痩した

例を観察したので報告する．

１．アノールトカゲを捕獲したメジロ

1990年７月29日（17:１０）御獄神社の境内で，メジロがアノールトカゲの幼体（全長約５ｃｍ）を

くわえて何度も倒木にたたきつけているのを約２ｍの至近距離で観察した．このメジロは巣立ちした

幼烏を養っており，ぐったりしたトカゲをくわえて幼烏がいる茂みへ戻っていった．

２．ヤモリ（種不明）を捕獲したメグロ

1990年７月28日午前，標識調査の最中に網にかかったメグロ（成鳥）が全長約５ｃｍのヤモリ（種

不明）の幼体をくわえていた．この個体は個体識別用の足輪をつけて放鳥し，追跡した結果，巣立ち

した幼烏を養っていることがわかったので，これも幼烏への給餌のためにヤモリを運ぶ途中だったと

考えられる．小笠原では２種のヤモリのうちホオグロヤモリは人家周辺にのみみられ，個体数はあま

り多くないといわれているので（松本ほか’979)，このヤモリはオガサワラヤモリの可能性が高い．
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本来，メジロもメグロも基本的には花蜜や小昆虫に依存する烏で，トカゲやヤモリ類のような肥虫

類を食物にしていることはこれまで知られていなかったし（高野ほか1970,Morioka＆Sakane

l978，中根・松本1979，樋口1985)，おそらく考えられてもいなかったであろう．今回の観察から

小笠原にすむメジロとメグロが，たとえ巣立ちビナを養う一時期とはいえ，トカゲやヤモリの幼体を

捕獲していることがわかった．Hasegawa（1990）が三宅烏ではアカコッコがオカダトカゲ幼体の

．重要な捕食者であることを報告していることなどから，島にすむ小鳥類はかなり腿虫類を捕食してい

ると考えられる．捕穫が容易で，運搬効率のよいトカゲやヤモリの幼体は，食物要求凪の高い巣立ち

の時期のヒナを養っている親鳥にとって，楽に手に入れられる食物として重要なのではないかと考え

られる．とくに島では地上性の捕食者が少ないことから，腿虫類の密度が高い（Moyeretaj､１９８５

など)．島における小鳥類の食物としての肥虫類の重要性は再考されるべきであろう．

小笠原での調査を手伝っていただき，貴重な情報を提供して下さった千葉勇人・小林和夫氏，特別

天然記念物メグロの現状変更手続きに関していろいろお世話をいただいた小笠原村教育委員会の菊地

元弘氏，原稿をみていただき，肥虫類に関するいくつかのご指摘をいただいた長谷川雅美氏に厚く御

礼を申し上げる．
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ReptilesasfoodoftheBoninlslandsHoneyeaterApajQptero凡/ｔｚｍ鯉ａｒｅａnd

JapaneseWhite-eyeZbsteropsノapo兜jcaintheBoninlslands
■

KeisukeUeda1

OnavisittotheBoninlslands,IobservedthataBoninIslandHoneyeaterApaZOpteFon

/tzmiZjareandaJapaneseWhite-eyeZosterQpsjqpo砲icacaughtjuvenilereptilesandde‐

liveredthemtotheirfledglings・Thisisthefirstobservationofsuchsmallpasserinesex‐

ploitingreptilesasfood．
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